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は じ め に

教員の資質能力やその向上を問題とするとき、教育界では実践的指導力とい
う語を使用することが多々あります。今や、大学での教員養成においても、現
職研修においても、重要な語として位置付けられ、近年は教員育成指標でも
キーワードとなっています。
この「実践的」という語について的確な意味付けを示すものの一つとして、
カントによる「実践的（praktisch）」の使い方があげられます。
カントは著書『判断力批判』の中で、実践的の意味を２つに分けています。
その１つは technisch-praktisch（技術的─実践的）で、もう１つはmoralisch-
praktisch（道徳的─実践的）です。前者は、自然や物を扱うのにふさわしい
「実践的」なもので、後者は、自由や自律が眼目となる人間に対するのにふさ
わしい「実践的」なものと理解することができます。
本書では、実践的指導力を、広く主体的、自主的な判断に基づいた実践から
生まれる指導力と考えます。そして、実践を支え、方向付けるのに役に立つ実
践理論を提示することに力点をおいて、現代の教育課題について解説していま
す。
本書が、教師を志す大学生・大学院生の方々に、さらには、学校教育に携
わっている教職員の方々に一読されることを願っております。

2021年４月
森山　賢一
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本章では、教員の仕事の基本的な内容や実際の勤務状況などについて学びま
す。また、学校現場の実態を知った上で、教職に就くことや学び続けることへ
の覚悟を強くもつ機会にします。

１　これが教員の勤務実態

（１）勤務時間

教職員の勤務時間や休暇等については、労働基準法や条例によって定められ
ています。
１年間のそれぞれの日は、「週休日」と、「勤務を要する日」のいずれかに振
り分けられます。「週休日」は勤務時間が割り振られていない日であり、教職
員の場合には日曜日及び土曜日が休日とされています。また「勤務を要する日」
とは、週休日以外の日、すなわち勤務時間が割り振られている日のことをいい
ます。また、「週休日」とは別に、勤務を要する日の中に、年末年始や祝日法
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第1章
教員の仕事とは

教頭：先生、昨夜はずいぶん遅かったようだね。
教諭：そうですね。研究授業の指導案を考えていて、ふと時計を見たら、

22時を回っていました。あわてて、明日の授業のプリントを印刷して
22時半に学校を出ました。

教頭：昨日の朝は、私が出勤した7時30分には、校庭でライン引きをしてい
たよね。体は大丈夫かな。

教諭：はい、毎日5時間は寝ていますから大丈夫です。



による休日があります。
教職員がいつ、どのような時間帯で勤務するのかを定めることを「勤務時間
の割振り」といい、これによって割り振られた勤務時間が「正規の勤務時間」
となります。
神奈川県を例にすると、教職員の1週間の勤務時間は4週を超えない期間に
つき1週間当たり38時間45分となっています。また、１日の勤務時間は8時30
分から17時までというのが一般的で、この時間の中で45分間の休憩時間を
とっています。つまり7時間45分が正規の勤務時間となっています。
正規の勤務時間を超えて勤務を命ぜられることを時間外勤務といいます。し
かし、教員に時間外勤務手当（いわゆる残業手当）はありません。教職調整額
という形で支払われます。
また、週休日や休日の正規勤務時間に勤務を命ぜられることを休日勤務とい
います。休日勤務を命ずる場合には、あらかじめ「勤務時間の割振り」によっ
て勤務時間を割り振っておく方法と、週休日や休日（以下、週休日等という）
を規則に定められた期間内において他の勤務日に振り替え、当該勤務日を週休
日等に変更する「振替」という方法があります。
さて、学校現場の実態はどうでしょうか。事例の教頭と教諭の会話からもわ
かるように、教諭はこの日、朝7時30分から夜22時30分まで学校にいたわけ
ですから、15時間も勤務していたわけです。休憩時間を除いたとしても正規
の勤務時間の倍近く勤務をしていたことになります。中学校の教員であれば、
朝と放課後に部活動指導がありますので、ほとんど毎日が長時間の勤務となっ
ているのが実態です。
勤務時間が長時間に及ぶということは、教員の心身にも悪い影響を与えてい
ます。教育委員会では、健康診断で身体の健康とメンタルヘルスのチェックを
行うことを推奨し、教員の病気休職者を減らす取り組みをしています。
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